A Farewell Letter Celebrating the Retirement of Prof. Tomita Hideya by 柳川 高行
本当に月日の経つのは早いもので、最初にお目にかかりましてから、ま
だそれほど時間の流れを感じておりませんうちに、お別れの日が突然やっ
てまいりまして、「惜別の念」を深くしております。
お目にかかった当時（昭和50年４月）から「ずうっと変わること無く」
お優しい笑顔と落ち着いたお話しぶりで、いつも変わらず丁寧にご挨拶さ
れるお姿は、馴れ馴れしさや、よそよそしさを感じさせない、ほど良い心
の距離の取り方で、大変学ぶべきところが多うございました。
冨田先生より２年半早い昭和47年10月１日に日本の女子短期大学初の
経営科創設の準備に、助手として採用されており、当時１番人気のござい
ました幼児教育科では、昼間部で幼教の学生さん１年生に英語を、夜間部
の日立さんとグンゼさんの学生さんを相手に英語の授業を、Peter Rabbit 
や可愛らしい絵本を使って「幼児に読み聴かせ」ができるようにと教えて
おりましたが、幼教の学生さんの母性愛溢れるふわったとした雰囲気が大
層気に入っておりました。
冨田先生が非常勤の助手として奉職された時の幼児教育科の音楽の先生
方は、退職されたＡ教授と、Ｂ教授との派閥に分かれておりましたが、冨
田先生は、どちらにも距離を置き一人孤独を恐れない生き方を貫かれ、そ
のご様子に尊敬の念を覚えておりました。
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幼児教育科の学生さんのおしゃべりの中から、冨田先生の音楽の指導の
仕方は、わたくしのゼミのような厳しく叱って引っ張り上げるようなスタ
イルではなく、学生の気持ちに寄り添って穏やかに伸びていく手助けを
なさるservant leadership型教育で、先生のお人柄に大変ふさわしい教育法
で、特に女子には適切な教育法だったと感じております。
先生は、大変お忙しい中で、中々、伴侶の決まらないわたくしの事ま
で心配されて、「先生と結婚したいと希っている助手の方がおられますの
で、一度デートされませんか」とご配慮を賜り、恐縮至極ではございまし
たが、研究者として「一生やっていける自信」がまだまだしっかりとはあ
りませんでしたので、相手がどんな方かも伺うことなく、有難くまた申し
訳なくもお断りしてしまいましたが、今でも当時のご親切なお心配りには
心より感謝申し上げております。
冨田先生が、ある日顔を紅潮させて、わたくしの研究室にお出になられ
て、「柳川先生、幼教が今年４年制大学の発達科学部に昇格することにな
りました。嬉しくて、嬉しくてたまりません」とおっしゃった時のまぶし
いばかりの笑顔が、つい昨日のようですが、本当によかったなと心から喜
びを共有させて頂きました。
ある時、我が家の娘が中学生で不登校になっている時に、先生の娘さん
の良き伴侶選びがなかなか難しいという話になり、子どもを持つ喜びと苦
労とを共有しましたが、今では、双方とも丸く収まり、肩の荷が下りたこ
とも忘れない思い出ですね。
冨田先生、人生100年時代です。先生、これからの第２ステージを生き
る喜びに満ち満ちた日々を過ごされることを心よりご祈念申し上げます。
第２の人生に幸多かれ！どうも長い間お付き合い賜りありがとうございま
した。
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